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・ 所在地 愛知県豊田市
・ 資本金 ４億５千万円
・ 創立年月日 昭和１３年５月２０日
・ 従業員数 １,６３２人
・ 売上 １,５１１億円
・ 主要得意先 トヨタ自動車（株）

トヨタ車体（株）
ダイハツ工業（株）等

会社概況
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主要製品（プレス/樹脂/電気電子自動車部品）

エンジンカバー

レジスター アンテナ

シフトレバー

ヒーター

Ｐ－ ３

コントロール



＜中小企業の実態＞
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一般的な中小企業における受発注状況

・電話・ＦＡＸ・手書伝票での処理となっている。
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・パソコンは各社員１台無い

＜事例①＞伝票の山となった事務所
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・メモ用紙で伝達＜ミスの要因＞

＜事例②＞伝票を主とした受発注
Ｐ－ ７



・差異が発生した場合この山から探す

＜事例③＞伝票の山となった事務所
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＜事例④＞「注文書」：仕入先へはＦＡＸ
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＜請求・支払の状況＞
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＜差異調査の状況＞（大量購入の場合）

発注側 受注側

差異照合

請求書

買掛明細 買掛明細

請求書

支払案内 支払案内

売掛明細

差異明細差異明細
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＜サンプル①＞請求書（受注側から発注側へ）
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＜サンプル②＞支払案内（発注側から受注側へ）
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＜サンプル③＞買掛明細（発注側から受注側へ）

＊請求金額：２２，４４６，５３１円 ＊支払金額：２２，４４４，２８４

＊差額： ２，２４７円（２，１４０円＋消費税１０７円）
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＜サンプル④＞差異調査依頼書（受注側から発注側へ）

・２行目 数量違い 仕入先ミス

・１行目 単価違い 仕入先ミス
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＜「金融ＥＤＩ連携」
実証実験について＞
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共通ＥＤＩ

受発注情報

Ａ社 Ｂ社

受発注情報

環境情報

会計情報

技術情報

環境情報

技術情報

ＸＸ情報 ＸＸ情報

金融/各種監査等

外部機関

ＧＲＥＥＮ－ＥＤＩ

会計情報

同日：検収 同日：支払

「金融ＥＤＩ連携（ＧＲＥＥＮ－ＥＤＩ」 の概要
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ＩＴＣＡ（川内氏）／小島プレス工業／ＩＳＯ/ＴＣ６８国内委員会事務局「日本銀行金融研究所（山田隆人氏）」

GREEN-EDI

「金融ＥＤＩ連携」ビジネスモデル Ｐ－１８



経済産業省「ＩＴクラウド連携推進事業」
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ＩＴクラウドを活用した「金融ＥＤＩ連携」概要

＜支援者＞日本銀行・国連ＣＥＦＡＣＴ日本委員会／ＳＩＰＳ・ＩＴコーディネータ協会

金融機関 金融機関

支払メッセージ：ＥＤＩ情報・ＰＯファイナンス情報等

共通ＥＤＩ基盤

金融ＥＤＩ（各種情報）
モジュール

＜銀行界：金融庁管轄＞

金融ＥＤＩ（ＥＤＩ情報）
モジュール

＜産業界：経済産業省管轄＞

実証実験：

豊田商工会議所会員企業等
（中小企業等： １３社以上）

「国際ＥＤＩ標準：国連ＣＥＦＡＣＴ」

＜連携体制＞業務連携クラウド検討ＷＧ（愛知県・豊田市・豊田商工会議所等）

＊受発注情報による融資

＊ＥＤＩによる業務
の効率化

（請求・支払等）

＊グローバルに対応
した国際ＥＤＩ標準

＊物流・商流・
金流との連携

＊金融情報とＥＤＩ情報の連携

（迅速な支払等）

協力：三菱東京ＵＦＪ・名古屋銀行・岡崎信用金庫・豊田信用金庫

金融ＥＤＩ（ＰＯ情報）
モジュール
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＜２０１４年１１月１７日～＞
小島プレス：三菱東京ＵＦＪ → 豊和化成：名古屋銀行

振込・入金処理（消込作業の自動化）
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小島プレス（総合振込）
三菱東京ＵＦＪ → 名古屋銀行

総合振込処理
（小島プレス：三菱東京ＵＦＪ口座 → 豊和化成：名古屋銀行口座）

振込金額：１，１９３，８９６円

＊明細情報も同時に送信
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小島プレス（買掛明細）

DATA_RENBAN KAISYA_CD SIIRESAKI_CD HINBAN NOUBAN KENSYUU_DATE KENSYUU_SUURYOU TANKA KINGAKU
51784385 K016 K025 55687-95J08 F3110 2014/11/14 14 99.77 1397
51784386 K016 K025 58860-48050 F3100 2014/11/14 340 273.55 93007
51784387 K016 K025 58860-60050 F3100 2014/11/14 400 252.12 100848
51784388 K016 K025 90202-08039 F3110 2014/11/14 1000 1.57 1570
51797629 K016 K025 33542-K2101 D4340 2014/11/14 220 252.41 55531
51797630 K016 K025 33542-K6400 D4340 2014/11/14 20 313.52 6271
51797676 K016 K025 355061-0501 E2940 2014/11/14 56 1111.55 62247
51797677 K016 K025 355651-0140 E2940 2014/11/14 162 548.9 88922
51797678 K016 K025 355652-0130 E2940 2014/11/14 180 548.9 98802
51797679 K016 K025 355653-0140 E2940 2014/11/14 180 83.16 14969
51798328 K016 K025 55062-33040 V1390 2014/11/14 588 643.53 378396
51798329 K016 K025 55062-33050 V1390 2014/11/14 12 665.07 7981
51798330 K016 K025 55476-75040 V1390 2014/11/14 28 243.78 6826
51798331 K016 K025 55670-75040 V1390 2014/11/14 48 443.52 21289
51798332 K016 K025 55680-75020 V1390 2014/11/14 48 443.52 21289
51784291 K016 K025 55061-60121 F3100 2014/11/14 126 1116.42 140669
51784292 K016 K025 55687-26010 F3110 2014/11/14 28 94.87 2657
51784293 K016 K025 55687-95J08 F3110 2014/11/14 28 99.77 2794

＊「明細情報」を仕入先に同時に送信
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豊和化成（売掛一覧表）＜消込前＞
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豊和化成（売掛一覧表）＜消込後＞
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＊売掛明細が消込まれた



小島プレス（口座通帳） ＜１円振込＞

豊和化成（口座通帳） ＜１円入金＞

＊全銀システムでは振込金額１，１９３，８９６円 → １円に変換して振込した

＊豊和化成には、全銀システムで１円入金された
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「金融ＥＤＩ連携」：
約２００時間～約２０００時間／年の効果
があり、中小企業の経営効率化が見込まれる。

＜効果＞

＜分かった事等＞

・「金融ＥＤＩ連携」が実現すると、経理の仕事が無くなる
（入金・支払のチェック等）＜中堅経理担当者＞。
・発注側（大企業）は支払業務に工数を掛けていない。
受注側（中小企業）に差異照合等の負担が掛かっている。
・金融機関との連携の第１歩としたが、金融機関における
メリットの検討が必要（ＰＯファイナンス等）。
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Ｐ－２８

＜経理を変える金融ＥＤＩ＞



（支払い、伝票停滞、照合等）

・各種リードタイムの短縮

・経理業務の平準化

ものづくりは「分・秒単位」、経理は「月単位」
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ビジネスの３要素 「人」・「物」・「金」



共通ＥＤＩ

受発注情報

Ａ社 Ｂ社

受発注情報

環境情報

会計情報

技術情報

環境情報

技術情報

ＸＸ情報 ＸＸ情報

金融/各種監査等

外部機関

ＧＲＥＥＮ－ＥＤＩ

会計情報

同日：検収 同日：支払

「金融ＥＤＩ連携（ＧＲＥＥＮ－ＥＤＩ」 の概要
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売上債権回転
日数
（回収は早く）

棚卸資産回
転日数

SCCC短縮化

「回収も・支払いも早く」をFinTechで実現する。

 FinTechを活用すれば、債権債務のリアルタイム管理が実現

取引先企業の資金繰りにも配慮し、サプライチェーン全体の資金循
環速度、すなわちサプライチェーン・キャッシュコンバージョンサイクル
（SCCC）の改善、短縮化を指標とするのが妥当。

企業のサプライチェーン全体の資金循環速度（SCCC）改善に向けて

買入債務回転日数
（支払もなるべく早く）

SCCC→ ←
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現状は、「回収は早く、支払いは遅く」 →



「未来投資戦略201７」
Ｐ－３５
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